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ボランティアとして参加した留学⽣は

選⼿のランチや通訳、お買い物のサポート

などをしました。「モンゴルのクリケット

のナショナルチームは2021年にできたば

かりで、まだ若いチームですが、留学先の

⽇本で代表チームに会う機会があって、

選⼿のお⼿伝いができて、とてもうれしか

ったです！」と、参加した留学⽣が⾔って

いました。

活動�告

ムンフバット�テムレン
学 ⽣

２０２４年５⽉

モンゴル代表VS⽇本代表の

クリケット国際試合が

佐野市で⾏われました。

本学のモンゴルからの留学

⽣がボランティアとして

参加しました。

SANOTAN

モンゴル代表チームのランチ

タイムのサポートをしまし

た。⾷べられないものを聞い

たり、ゴミの捨て⽅などがモ

ンゴルとは違うので、⽚づけ

や⽇本⼈スタッフとのコミュ

ニケーションのお⼿伝いをし

ました。

⾷ 事 の サ ポ ー ト

バ ッ ト ム ン フ � タ ミ ル

モンゴル代表の監督のお買い

物をサポート。⽇本で初めて

お買い物をするので、わから

ないことがたくさんありま

す。商品を探すお⼿伝いや、

⽇本のセルフレジの使い⽅を

説明したり、さまざまなこと

をサポートしました。

買 い 物 の サ ポ ー ト

佐野市はクリケットの町！

佐野市はクリケットの町！

ボ ラ ン テ ィ ア に 参 加

クリケット国際試合
⽇本⽇本モンゴルモンゴル VSVS
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ラトゥル�MD�アシュラフル�アラムさん

⼀発合格！
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合格したときどう思いましたか？

勉強の⽅法を教えてください！

ラトゥールさんの夢はなんですか？
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すごくびっくりしました！　「本当に受かった！？」って。

先生といっしょに結果（けっか）を見ていたんですが、先生が「ラトゥールさん、受かった！」って泣いて

いて、とてもうれしかったです。

授業がとても大事です。ぼくはノートをしっかりとって、授業で先生が大事だと言ったことは、そのときに

覚えるようにしていました。ぼくたち留学生は、アルバイトもしなければならないし、介護（かいご）の勉

強だけじゃなくて、日本語の勉強もあるので、国家試験のための勉強の時間を特別にとることはとても大変

なんです。だから、国家試験の前だけがんばって難しい本を読んでも、ぼくにとってはあまり意味がないん

じゃないかな、と思って。だからふだんの授業を1年生の時からがんばることが大事だと思います。

ぼくの夢は、どんな国の人でも困らない施設（しせつ）を作ることです。日本では今、いろいろな国の人が

増えていて、いろいろな宗教の人も増えています。施設（しせつ）で働く人も日本人だけではなく外国人も

たくさんいます。でも今の日本には働く人や利用者さんの宗教に対応できる施設がありません。特にイスラ

ム教の人は毎日のお祈（いの）りやハラルフードも必要です。そういうことに対応できる施設は今ほとんど

ありません。いろいろなバックグラウンドの人が不自由なく働けて、利用できる施設があったら、とても幸

せだと思います。

介護福祉⼠フィールド
2024年3⽉卒業
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卒業生の活躍

01 サノタンを卒業して、４年制⼤学に編⼊（へんにゅう）しましたが、
⼤学時代の思い出は何ですか？

軽音（けいおん）サークルに入って、いろんな人と友達になって、そしていっぱいライブ

に出たことですね！

まだ研修中なので、何とも言えませんが、いろんな人とコミュニケーションできるので、想像して

いたよりも今が楽しいです。この業界を選んだのは不動産業界（ふどうさんぎょうかい）のダイナ

ミックさと、変化の速さに惹（ひ）かれたからです。市場（しじょう）の動向（どうこう）や顧客

（こきゃく）のニーズに対応しながら、自分のスキルを活かして価値あるサービスを提供（ていき

ょう）できる点は特に魅力的（みりょくてき）です。不動産業界には多様（たよう）なキャリアパ

スがあって、自己の成長やキャリアアップの機会が豊富（ほうふ）にあると感じています。

リ�コウコウさん

不動�����

英語フィールド
2022年3⽉卒業

ふ�どう�さんがいしゃきん�む

中国

サノタンでの経験が⾃分の⾃信にもつながり、

四年制⼤学への編⼊（へんにゅう）や今の仕事にも役⽴っています！

 � � �かつ  �やく

03 不動産業界に就職（しゅうしょく）して、今どうですか？

02 編⼊先の⼤学で⼤変だったと思うことは何ですか？

個人的に一番大変だったのは、単位を取ることでした(笑)



TR A V E L  A B R O AD

新しい文化との出会い、生まれて初めて食べた味、

五感の全てで感じる旅は刺激的で一生の宝物です。

ハンガリー研修に参加したAI・データサイエンスフィールドの堤さんにお話を聞きました。

堤さんが感じた、新しいコミュニケーションのカタチと生身の自分が感じる異文化とは？

海外語学研修（短期）
for�Japanese�Students

in Hungary

『IT技術が共存する』新しいコミュニケ―ションのカタチ

今回の研修に参加した目的はヨーロッパの国を一度見てみたかったからで

す。滞在してまず感じたのは、ITやAI技術の素晴らしさでした。ホストファ

ミリーは日本語が少しだけ通じたんですが、どうしても、という時はお互い

に翻訳アプリに助けてもらいました。もちろん片言の英語だって、身振り手

振りも使えば通じることはたくさんあるんですよ?! でもそれを助けてくれ

るITやAIの技術がコミュニケーションの一部を担っている。それってコミュ

ニケーションの新しいカタチですよね！本当に世界のあちこちでITやAIの技

術が発達しているということを実感しました。

その⼀⽅で、体は異⽂化を⽣々しく感じている

ハンガリーでは、これまで経験したことのない味や香りにたくさん出会いました。街の雰囲気とか、感じる

空気まで日本と違っていて、五感全部で自分が経験したことのない物を感じているっていう刺激がありまし

た。SNSや交通機関の発達、翻訳アプリでコミュニケーションがしやすくなったこともあって、なんとなく

世界が近くなったように感じていたんですけど、生身の自分が感じている文化の違いはやっぱり世界の広さ

や多様さを教えてくれます。日本の良さも改めて分かりました。例えば「出汁」！「塩味」や「甘味」は共

通してあるけれど、ほとんどの料理はその強弱と素材の味で構成されているものが多くて。だから日本の

「うまみ」って、実はとても素晴らしいものなんだなって感じました。生魚を新鮮に保つ技術もそう！帰っ

てきてからお寿司を食べて、「刺身は日本しか勝たんな」って思いましたもん(笑)

枠に⼊れず、枠に⼊らず、⽣⾝の体で「⼈ともっと関わること」の⼤切さ

現地の学生と一緒に活動した時に思ったんですが、特に私たち日本人って結構「陰キャ」「陽キャ」なん

て、よく人をカテゴライズして、なんとなくグループに別れちゃうんです。それで結局似た者同士で関わり

がちなんですよね。でも現地で一緒に勉強した子たちは、みんなそんなことは関係なく話したり、仲良くし

たり、お互いに意見も積極的に言ったり…素の自分で、自分の言葉で人と積極的に関わりあっていて。それ

がすごく「いいな」って思ったんです。自分はすごく内向的な性格だったんですが、今回研修に参加して、

もっといろいろな人と積極的に関わろうと思いました。

堤さん
（AI・データサイエンス）

荒井さん
（こどもフィールド）
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